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卒 業  谷川 俊太郎/たにかわ しゅんたろう 

広げたままじゃ 持ちにくいから 

きみは それを 丸めてしまう 

丸めただけじゃ つまらないから 

きみは それを のぞいてみる 

小さな 丸い穴の むこう 

 

笑っている 男子生徒 

知らんかおの 女子生徒 

まわっている 春の太陽 

そして それらの もっと むこう 

 

きみは 見る 

星雲のように こんとんとして 

しかも まぶしいもの 

 

教科書には 決して のっていず 

蛍の光で 照らしても 

窓の雪で すかしても 

正体を あらわさない 

そのくせ きみを どこまでも 

いざなうもの 

 

卒業証書の 望遠鏡で のぞく 

 

きみの未来 

祝 ご卒業 おめでとうございます！！ 
★ ありがとう ★ そして、めぐり会いに感謝    ～卒業する 139 名の君たちへ～ 

2016 年 3月 1 日（火）  第 54 回卒業証書授与式 

 新しい旅立ちを祝福し、今後の更なるご活躍を、 

心よりお祈り申し上げます。 

～卒業式とは何だろう～ 

★自分は？ 

・難関を突破し、唐津工業高校入学の栄冠を手にした、

平成 25年４月 10日。 

・学生生活は、実り多い素晴らしい三年間を満喫。 

・健康に注意して無事に、勉強や、部活に励むことので

きた三年間は、もちろん自分一人の力ではできません。 

自分たちが、高校生活を過ごす中で関わった全ての人々

に感謝する。多くのことを学ぶことができたのは、家族、

友達、先生方の支え、地域の方の協力があったからこそ。 

・努力して得た三年間の『集大成』を卒業式で発揮。 

・自分は今までどんな生活をしていたのかを見直し、 

これから自分がどのように生活していけば良いか、 

『自律』から『自立』への第一歩。 

★自分のクラスは？ 学年は？ 

・機械科、電気科、土木科、建築科それぞれの仲間と 

担任の先生との関わりで、より深い『絆』で結ばれた。 

・今迄みんなで作り上げてきた団結を100％の力でやる。 

★そして、三年生は？ 

・1･2年生に、唐工の伝統を守ってもらい、バトンを 

受け継いでもらうため全員が同じ気持ちで迎える式。 

・卒業式で、一番輝く３年生が、安心して次の 3年生に 

まかせ学校を出て行く。最後に先輩の背中を見せる日。 

★～感動から感化へ～ 

・これから、あなた達にどんな出会いがあるのでしょう。 

・新たなあなたの旅が、今、始まろうとしています。 


